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Importance of a conference among nurses 

and other medical staffs in the Surgical ward 

Kawamura K, Nakadoi T, Ihara M. 
要 旨
呼吸器 ・消化器外科において、合併症の多い症例や悪性腫瘍の再発症例では在院 日数が長 くなる傾向がある。また、治
療の過程においてエン ドステージとなる場合 もある。複雑多様化する患者のQOLを 高めるため、他職種との連携は非常に
重要であり、これを円滑にすすめるため、合同カンファレンスを実施 している。平成17年1月 ～10月 までの期間で他職
種との合同カンファレンス実施は11例 であ り、医療 ソーシャル ワーカーへの依頼6事 例の平均在院 目数は94.8日 、緩和
ケア外来 ・チームへの依頼6事 例の平均在院 目数は62日 と通常の入院期間をはるかに上回るものであった。他職種との
連携の実際として、「治療過程において医師の治療方針のギアチェンジについて検討 した事例」「患者・家族の意向と医師
の治療方針の食い違いにより倫理的問題 が生 じ合同カンファレンスを行った事例」を取 り上げ検討 した結果、合同カン
ファレンスの意義が確認できた。
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ついて振 り返 り検討 したので報告する。




け持ち看護師 と医師(執 刀医 ・外来主治医 ・病棟医長な






ハビリテーション部 と連携 し、がん看護専門看護師 ・ET














平成17年1月 ～10月 までの期間の他職種 との連携の概
要、及び連携により良い結果を得 られた2事例についての
実際をまとめた。
表1他 職種 との連携の概要(平 成17年1月 から10月)
患者氏名 入院 日数 依頼先 病棟カンファレ 合同カンファレンス
(依頼 していない:無) ンスの回数 実施の有無
A氏 114日 MSW 19回 有
B氏 123日 MSW 2回 有
C氏 85日 MSW 16回 有
D氏 142日 MSW 0回 無
E氏 60日 MSW・ 緩 和 ケア※ 5回 有
F氏 45日 MSW 7回 有
G氏 105日 緩和ケア※ 9回 有
H氏 45日 緩和ケア※ 3回 無
1氏 23日 緩和ケア※ 7回 有
J氏 85日 緩和ケア※ 16回 有
K氏 54日 緩和ケア※ 12回 有
L氏 191日 無 6回 有






例実施 してお り、全例が複数回実施 した。この11例 中、当











































盤内臓全摘術(本 事例では、直腸 ・膀胱 ・膣 ・仙骨S3以
下を切除)は 適用外であるが、肛門部圧痛のコン トロー
ルが難 しく、E氏の強い希望により手術が施行 された。






訓練も希望 したが、往診は難 しく、リハ ビリテーション


























































や医療処置の多 さか ら、在宅への移行は困難 と考えてい
た。看護師は、これ ら患者の苦痛や家族の思いを医師に
十分伝えきれてお らず、患者にとって最良の治療方針が




















有 し、よりよい看護 に繋げていきたい と考えている。 
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